
の国，一つ一つの農業についての動向をつかむ方が，より重要な事ではないだろうか。

　　口　農業学習の内容

　どういう作物を作り，どういう生産関係の中で．どういう農業問題に当面しているゆを理解する

ため，：地域別（国別）に次の点を，齢さえようと思っている。

　a　農業生産の動向

　　　生産の伸び・国民経済の中での農業・農業入口・農業生嵐農業所得と工業の比較

　b　農業経営

　　　作物一生産高。生産性。土地一経営規模，土地所有の形態。機械。労働一一家族労働，

　　　賃労働，農業労働力⑱流出。

　c　独占資本の農業支配

　d　農業問題と農業政策

一時限に一つの主題をとりあげ，授業を組みたてる。学習形態は生徒の発表を基にしてすすめて

みたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　（二回生）

　　　　　　　　”アマのくらし，、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　田　弘　子

　最近の海外旅行ブームで，香港を訪れる日本入観光客は1日平均259入（1966年）とかで身

秋～冬の観光シーズンは，日本人旅行者あふれるの感さえあります。夜景や，中国料理や，日本よ

り安価な高級欧米商品のシ。ッピングなど，旅行者は香港の幾日かを惜しみなぐ楽しまれるようで・

す。

　さて，香港に，駐在員家族としている私が，興味深ぐ感じている”女のぐらし，．があります。ア

マ（阿爲）といわれる一群の女性です。言ってみれば”女中“ないしは”下女〃にあたる女性です。

彼女達は特徴のある服装一1年中ダブダブの中国式ズボンと，白か二又は黒に：近い色の上衣。髪

はオカッパのような断髪か腰のあたりまで長レ・一本の三つ編一をしていますので外見上も区別で

きます。彼女達は一つの社会的階層を作っています。

　香港の富豪は革命前に逃れた上海入が多ぐ。彼等が，現在の近代工業の資本家でもあるわけです

力縫のような金持砿2～5人のアマを使つかて、凶理アマ，灘アマ，ペビヤマe切

奥さんは何もしないでせいぜいマージ〆という階級もまだか効あ乱す・家事はアマまかせで

すので，主婦の仕事の合理化わけても時間の節約につながる事は普取しない傾向さえあります。ア

マは，いわば住込みの家政婦とも云えます。彼女達の出身は，広東又はその近郊で，ほとんど・か
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っての貧農力1他の低所得者階層です。アマの中には，結婚しない入も多ぐ．髪の長いのは結婚しな

いことを示しています。結婚しないことを決心すると人集めをして宣言するのだそうです。昔は、

貧しい子沢山の家から貰い育てられ，アマになったり，子供が成長したのでアマをしている老入ま

で，個入の事清はさまざまですが，香港も，近年，工業が盛んになり，雇用の機会が増えると（疵

業人口細50万）若叫の二手が少なぐ・老入化の傾向がみられ・大体4・才以上がアマとし

て訓練された入達といえます・教育は皆無に等しいので読み書きとぐに書ぐ方言でき創（のが多い

ので，香港では代書屋はかなりあります。

香港のアマの数は遂に石魏できませんでしたが・土地の人によると20万とも朽万人とも云い

まナ。（総入口578万、1’g66末）アマの収入は月収250～350H。K．ドル（2万円前後）

で，住居と食事が与えられるわけですから，かなり良い収入というべきです。（高校卒B．G初任

級500H2K．・ドル程度）しかし老後の保証はないので，一入暮しのアマは，グループを作って，

フラットを買って老後の収入のあてにしたり，仏教徒のアマは，尼寺（新界にある）に月々貢いで，

老後はゆつぐり養老してもらうという組織を持って矯たりします。親・子供・中には夫まで広東に

細いて、，一人だけ香港にいるような場合には、1日正月毎に広東入りして金品を持ち帰ります。

（文化革命時でも同様でした。）

　私の使っているアマは自称40才。15入兄弟の6番目。流行病で半分死んだとか，兄弟は広東，

香港に半々ずつ。子供のいない未記入。ポルトガル人の処でて9年洗濯アマをしていた後で私のと

ころへ来たので広東語だけ。字は書けないが一つ家に長ぐいたのが自慢。広東にいる母親へは時々，

中共系の銀行を通して送金します。隣は中国人家庭ですが，二入いるアマの老入の方は，子供の時

に買われたアマで，奥さんの論嫁入りの時について来て現在60才ぐらし㌔従って親兄弟は全く不

明。熱心な仏教徒。今でもほんの論小遺い程度の収入とか，「般に中国人の家には長ぐ居ついて家

族と一つ心のアマが多いが，それでも食事は家族のものの残飯を台所で。椅子やソファーには坐ら

ず・髪は洗うが，論風呂には入らず体も毎日ふぐだけ。雇用主とアアとの区別は非常にはっきりし

たものです・人権すら認められずに使われた昔の姿が夕々残っていると思えます。

　在住日本人は1，900入（1966年），日本入家庭では，日本語のわかるのが多ぐ使われてい

ますが・駐在員は4～5年で交代するので代るたびに月給を上げた鱈退めたり，退めさせた珍，

民族性の違いから来るトラブルもしばしばです。現在のところは，中流以上の家庭ではアマがいる

のが普通ですが，紡績工業をはじめ各種の工業による雇用の増加でこれからは減少すると思われま

す。彼女達の出身が革命前の中国の貧農層であること。結婚はもちろん食物も不足がちであり，合

せて女性の地位が低かった彼等にとって，住居も食物も保証され為職業は良かったに違いないので

一69一

、



す。移り行く歴史の側面を見る思いさえいたします。

　毎日の生活に，彼女達と接する機会が多いだけで，他のアジアの地域に寿げる同種の人達と比較

する資料ももたずに，あえて，香港上：りの一部にと記しました。「

注　数字は，Hong　K：ong　Gover’nment　Hong：Kong1966　（Report　for　the

Year），　　．、　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　・　　　　　（六回生）

聴講生となって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　橋　法　子

　卒業して4年経った。同級生の活躍は目ざましぐ，刺激剤にはこと欠かない環境といえよう。だ

『が，仕事にも職場にも一応慣れてきたこの頃がいろんな面での転換期にもなるようで，クラス会に

もその種の話題が多ぐなった。私も「あなたこの頃よぐ現bれますね」と某先生に云われたように，

塩茶大の研究室に出没し，聴講生として講義室の片すみに腰を齢うすことにした。

　高校で地理を教えてきて，一年自は神経性胃炎（授業前は胃が急ぐなり，終るとケロリ）をわず

らったがジ今では胃も強くなり，積極的に計画をたてて取り組むところまで落着悟た。この「お茶

の水地理」が，中学・・高校教育現場の教師がぶつかっている問題を提起する場としてわずかでもペ

ージをさいてくれたら，素朴だが切実：を声が学問研究にも反映されるのではないかと思うのだが・曾

。・　，鱈翻　　0

　「教えることは教わることなり」とはまことにそうで，教師になってから勉強せざるを得なぐな

り・繰ているうちに面白働・学生曙黛よ跨の砂面欲論る・藩中粛力りか郎て

竜中気だった「地理学」についても考えるようになり，多くの疑問と不明な点が出てきた。私の場

合，学問する者としてでなぐ，高校教師としての発想であるが，単に地域的な相違について説明し・

世界各地で多種多様溢生活，生産様式が展開されているといったところで，それだけでは困るので

ある。それちの事実はいったいどういう因果関係になっているのかが組み立てられなければ全く事

実の暗記で，思考ナる力とは結びつかない。理論的に解明することができない。地理はその欠陥を

克服できないように思った。自分の専攻は地理なのだといいきかせ，それを前提とするが故に地理

関係の本を読むことを常としてきたが，それらの本では私がぶつかった悩みを解決してぐれないの

である。

’とこ礪湖へ出て（自分はそんな気がした），経撫臨三社蝋地財気象
　　　　　　　　の　　の　　り　　　

学などの専門書を読んで驚いた。地理の本を読むよりずっとよく問題め核心にふれて澄り，迫力が

あり，面白かったのである。困るではないか。いったい地理とはどういう分野なのか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’zo一


